
植物の生殖と発生　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（まだ（花粉管がのびて胚珠に届いてから））

受粉のあと、花粉から花粉管がのびて胚珠に届き、精細胞の核と卵細胞の核が合体して受精します。

よくあるまちがい：受粉→花粉管がのびる→受精。

問2　答え：イ（精細胞の核と卵細胞の核）

花粉管の中の精細胞の核と、胚珠の中の卵細胞の核が合体することを受精といいます。受精卵は胚にな

り、胚珠は種子になります。

よくあるまちがい：受精＝生殖細胞の核の合体。

問3　答え：イ（胚珠→種子、子房→果実）

胚珠は種子に、子房は果実になります。受精卵は細胞分裂をくり返して胚になります。

よくあるまちがい：胚珠→種子、子房→果実。

問4　答え：ア（親とまったく同じ）

受精をしない無性生殖では、親の体細胞分裂でふえるので、子は親とまったく同じ遺伝子をもちます。

よくあるまちがい：無性生殖＝親と同じ遺伝子。

問5　答え：ウ（カエルの卵が受精してオタマジャクシになる）

カエルは受精によってふえる有性生殖です。分裂・栄養生殖・さし木などは無性生殖です。

よくあるまちがい：受精があれば有性生殖。

問6　答え：12本

考え方

1. 24÷2＝12本

よくあるまちがい：生殖細胞（卵細胞・精細胞）の染色体は体細胞の半分。

問7　答え：ウ（同じ）

染色体の数が半分の卵細胞と精細胞が受精するので、受精卵の染色体の数は親の体細胞と同じになります。

よくあるまちがい：半分＋半分＝もとと同じ。

問8　答え：下の例

有性生殖では、両方の親の生殖細胞から遺伝子を半分ずつ受けつぎ、その組み合わせが新しくなる。その

ため、子は親と同じ遺伝子の組み合わせになるとは限らず、形質も親と同じになるとは限らない。

採点のポイント：両方の親から遺伝子を半分ずつ受けつぐ／遺伝子の組み合わせが親とちがうことがある

よくあるまちがい：無性生殖（親と同じ遺伝子）とくらべて考える。
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